
事業目的

事業概要

65.8

資源エネルギー庁省エネルギー・

新エネルギー部

新エネルギーシステム課

水素・燃料電池戦略室

事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

運輸や港湾、コンビナート、工場等において様々な①水素製造源、②輸送・貯

蔵手段、③水素の利活用先等を組み合わせたモデルを構築するための水素利

活用技術の開発・実証を行い、水素製造の低コスト化や効率的な水素サプライ

チェーンを構築するとともに、基盤となる技術を確立することで、将来的な水電解

技術の商用化や水素の社会実装に向けた展望を開きます。

長期の水素需要に不確実性が伴うなどし、大規模なインフラ投資に踏み出しにく

い中でも水素供給を拡大するため、既存インフラを最大限活用しながら供給拡

大が可能で、需要と供給が隣接する地域等において、先んじて水素の社会実装

を進め、効率良くコストの削減や知見の蓄積を図ります。そのため、再生可能エネ

ルギーから製造した水素等を活用することで、水素の製造、貯蔵・輸送、利用ま

で一気通貫したサプライチェーンを構築し、水素社会の先駆けとなるモデルを形成

することを目的とします。

•コンビナートや工場、港湾等において、発電、熱利用、運輸、産業プロセス等で大規

模に水素を利活用するための技術実証を実施。

成果目標

令和3年から7年までの5年間の事業であり、水素の社会実装モデルの構築を行い利

用を拡大させることにより、「2030年に水素導入量を最大300万トン/年（グリーン成

長戦略）」を目標とします。

産業活動等の抜本的な脱炭素化に向けた水素社会モデル構築実証

事業
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